
                                          MIYAGI　TOME　PUBLIC　INFORMATION

No.134

10.21 OCTOBER 2010

　お母さん　ぼくにもやらせてよ～！
    （第２回登米市こどもまつり：迫体育館・迫公民館）
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「
花
・
鳥
・
木
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　市民の皆さんから「登米市の花・鳥・木」について、たくさんの応募

をいただきありがとうございました。

　応募いただいた中から、市民１２人の委員からなる「登米市の花鳥木候補

選定委員会」において候補の選定が行われ、このたび市のシンボルとなる

「花・鳥・木」が決定しましたのでお知らせします。

ががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
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ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

が
決
定
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

登
米
市
の
シ
ン
ボ

登
米
市
の
シ
ン
ボ
ルル

　「
登
米
市
の
花
鳥
木
」
は
、
登
米
市
市
制

施
行
５
周
年
を
記
念
し
、
水
の
里
と
し
て

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
守
り
、
育
て
、「
人
と
自

然
が
共
生
す
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　「
花
・
鳥
・
木
」
の
制
定
に
あ
た
り
、
小

学
生
以
上
で
登
米
市
に
在
住
す
る
人
を
対

象
に
、
６
月
　
日
か
ら
７
月
　
日
ま
で
の

２１

２０

１
カ
月
間
、
公
募
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
応
募
要
件
は
、「
登
米
市
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
く
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
も
の
で
、
市
内
に
現
存
ま
た
は
生
息
し

て
い
る
も
の
」
を
対
象
と
し
、
応
募
者
１

人
に
つ
き
、「
花
・
鳥
・
木
」
そ
れ
ぞ
れ
１

点
、
１
回
限
り
の
応
募
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
８
８
０
人
の
皆
さ
ん
か
ら
、
合

計
２
３
５
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
候
補
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
　１２

人
の
委
員
か
ら
な
る
「
登
米
市
の
花
鳥
木

候
補
選
定
委
員
会
」
に
お
い
て
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
候
補
選
定
委
員
会
で
は
、
応
募
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
な
ど
を
参
考
に
、

候
補
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
候
補
選
定
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
選
定
結
果
報
告
を
も
と
に
、
慎
重

な
審
議
を
経
て
、
市
の
花
を
「
さ
く
ら
」、

市
の
鳥
を
「
は
く
ち
ょ
う
」、
市
の
木
を

「
す
ぎ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
決
定
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
の
花
＝
さ
く
ら
】

　
　「
さ
く
ら
」
は
、
日
本
の
代
表
的
な
花

　
で
あ
り
、
公
園
、
学
校
、
寺
社
を
は
じ

　
め
、
街
路
や
里
山
、
森
林
な
ど
植
生
が

　
多
様
で
、
誰
も
が
身
近
に
見
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

　
　
長
い
冬
を
越
え
、
一
斉
に
咲
き
誇
る

　「
さ
く
ら
」
の
花
は
、
ほ
の
か
な
香
り
と

　
と
も
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
入
学
や
入

　
社
な
ど
市
民
の
新
し
い
門
出
や
人
生
の

　
節
目
を
祝
い
、
出
発
の
喜
び
や
希
望
を

　
持
た
せ
て
く
れ
る
花
と
し
て
も
知
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
に
は
、「
さ
く
ら
」
の
名
所
が
多

　
く
、
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、
祭
り
や

　
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
を
彩
る

　
花
と
し
て
も
、
世
代
を
超
え
、
市
民
に

　
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
日
本
の
文
化
や
風
土
に
深
い
つ
な
が

　
り
を
も
ち
、
市
民
生
活
に
最
も
身
近
で
、

　
地
域
づ
く
り
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

　
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、「
さ
く
ら
」
を

　「
市
の
花
」
と
し
た
も
の
で
す
。
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位
で
行
動
し
、
家
族
や
仲
間
の
き
ず
な

　
を
大
切
に
す
る
鳥
と
し
て
も
知
ら
れ
、

　
回
帰
の
場
所
で
あ
る
登
米
市
の
自
然
環

　
境
を
保
全
す
る
象
徴
と
し
て
も
重
要
な

　
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
に
親
し
ま
れ
、
国
際
親
善
や
地

　
球
環
境
お
よ
び
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き

　
登
米
市
の
自
然
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル

【
市
の
鳥
＝
は
く
ち
ょ
う
】

　
　「
は
く
ち
ょ
う
」
は
、
晩
秋
、
気
流
に

　
乗
り
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ラ
ム
サ
ー
ル
条

　
約
登
録
湿
地
で
あ
る
伊
豆
沼
を
は
じ
め
、

　
市
内
各
地
に
飛
来
す
る
冬
の
使
者
と
し

　
て
、
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
「
は
く
ち
ょ
う
」
は
、
家
族
単

　
と
し
て
、「
は
く
ち
ょ

　
う
」
を
「
市
の
鳥
」
と

　
し
た
も
の
で
す
。

【
市
の
木
＝
す
ぎ
】

　
　
登
米
市
の
総
面
積
の

　
　
％
を
占
め
る
森
林
面

４１
　
積
の
う
ち
、「
す
ぎ
」
の

　
面
積
は
　
％
で
あ
り
、

５１

　
山
林
を
は
じ
め
、
里

　
山
・
寺
社
・
い
ぐ
ね

　（
屋
敷
の
周
り
に
植
え

　
た
木
）
な
ど
、
市
内
い

　
た
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

　
　「
す
ぎ
」
に
は
、
二
酸

　
化
炭
素
吸
収
機
能
や
水

　
源
涵
養
（
か
ん
よ
う
）

　
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

　
公
益
的
機
能
が
あ
る
ほ

　
か
、
地
場
産
材
と
し
て

　
建
築
用
材
や
木
工
芸
品

　
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お

　
り
、
市
民
に
身
近
な
木

　
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

　
い
ま
す
。

　
　「
す
ぎ
」
は
、
緑
濃
く
、

　
ま
っ
す
ぐ
に
生
長
し
、
大
木
に
な
る

　
こ
と
か
ら
、「
清
々
し
い
」「
空
に
向

　
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
」
な
ど
の

　
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
対
象
と
し
て
、

　
ま
た
、
後
世
の
幸
せ
を
願
う
先
人
の
思

　
い
が
結
実
し
た
象
徴
と
し
て
も
知
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
風
雪
に
耐
え
、
し
っ
か
り
と
大
地
に

　
根
を
張
り
、
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
姿
を
登

　
米
市
の
発
展
に
重
ね
合
わ
せ
、「
す
ぎ
」

　
を
「
市
の
木
」
と
し
ま
し
た
。

　
　「
登
米
市
の
花
鳥
木
」の
制
定
告
示
は
、

　
平
成
　
年
　
月
１
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

２２

１０

　
　
な
お
、
花
鳥
木
の
名
称
は
、
登
米
市

　
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
誰
も
が
親
し
み

　
や
す
い
よ
う
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
表

　
記
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
企
画
振
興
課
　
企
画
調
整
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
４
７

２２

　決定した花鳥木「さくら＝124点・

はくちょう＝396点・すぎ＝252点」

の中から抽選でそれぞれ５人、合計

１５人に記念品を贈呈します。

　発表は、記念品の発送をもって代

えさせていただきますので、ご了承

ください。

記念品当選者の発表について
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子
ど
も
に
対
す
る
医
療
機
会
の
確
保
と
、
子
育
て
家
庭
に
お
け

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
を
す
る
た
め
、
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

雑
他
市
町
村
助
成
制
度
の
対
象
者

や
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
を

受
け
て
い
る
人

雑
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

雑
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
児

子
ど
も
入
院
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
次
の
書
類
を
持
参
の
上
、
最
寄

り
の
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

で
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。


対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
の
健

康
保
険
証

※
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
全
国
健

康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
以

外
は
事
業
所
か
ら
の
「
付
加
給
付

に
関
す
る
証
明
」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。


預
金
通
帳（
保
護
者
名
義
の
も
の
）


印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

　
年
金
医
療
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
６

５８

給
し
て
い
る
人
は
「
母
子
・
父
子

家
庭
医
療
費
助
成
申
請
書
」
と「
子

ど
も
入
院
医
療
費
助
成
申
請
書
」

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。　
　

　
ま
た
「
母
子
・
父
子
家
庭
医
療

費
助
成
申
請
書
」
は
原
則
、
医
療

機
関
に
提
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
窓
口
へ
「
子
ど
も
入
院
医

療
費
助
成
申
請
書
」
と
一
緒
に
提

出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。


医
療
機
関
の
領
収
証
ま
た
は
助

成
申
請
書
へ
の
証
明


申
請
日
の
あ
る
年
の
1
月
1
日

現
在
、
他
の
市
町
村
に
住
所
を
有

し
て
い
た
と
き
は
、
当
該
市
町
村

長
の
発
行
す
る
課
税
証
明
書
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

産
平
成
　
年
７
月
～
９
月
の
入
院

２１

　
＝
　
年
度
課
税
証
明
書

２０

産
　
年
　
月
～
　
年
９
月
の
入
院

２１

１０

２２

　
＝
　
年
度
課
税
証
明
書

２１

産
　
年
　
月
～
の
入
院

２２

１０

　
＝
　
年
度
課
税
証
明
書

２２

雑
市
内
に
在
住
し
、
各
種
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
、
児
童
・
生

徒
を
養
育
す
る
保
護
者

※
「
児
童
・
生
徒
」
と
は
、
7
歳

に
な
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
初

日
か
ら
　
歳
に
な
っ
た
日
以
降
、

１５

最
初
の
3
月
　
日
ま
で
の
間
に
あ

３１

る
子
ど
も
（
小
学
生
・
中
学
生
）

※
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
人
は
、
入
院
時

の
2
0
0
0
円
の
自
己
負
担
額
分

を
、
子
ど
も
入
院
医
療
費
で
助
成

し
無
料
に
な
り
ま
す
。

助
成
の
対
象
に
な
る
人

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
人

雑
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
が
平

成
　
年
7
月
1
日
以
降
に
入
院
し

２１
た
際
の
自
己
負
担
額
（
保
険
適
用

分
）が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
入
院
時

の
食
事
療
養
費
や
容
器
代
、
診
断

書
代
、
病
衣
代
、
差
額
室
料
な
ど

の
保
険
診
療
以
外
の
も
の
は
、
助

成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

雑
高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
、

学
校
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
給
付
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
額
を
差
し
引
い

て
助
成
し
ま
す
。

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
所
得
が
一

定
額
以
上
で
あ
る
と
き
【
表
１
】

助
成
の
範
囲

助
成
の
方
法

　
自
己
負
担
額
を
医
療
機
関
窓
口

で
支
払
い
、
最
寄
り
の
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ
る

助
成
申
請
書
を
提
出
し
た
後
、
市

か
ら
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。

※
入
院
に
係
る
医
療
費
を
支
払
っ

た
日
か
ら
2
年
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
期
間
を
超
え
た
場
合

は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
を
受

申
請
の
方
法

【表１】所得制限限度額

所得制限限度額扶養親族の数

3,401,000円０人

3,781,000円１人

4,161,000円２人

4,541,000円３人

4,921,000円４人

5,301,000円５人
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▲５月２２日に行われた「みや
ぎバットの森植樹祭」の様子

登米市里山再生事業

　森林整備を促進し、林地の保全、水源の涵養（かんよう）、

地球温暖化防止、自然環境の保全など森林機能の増進を目指

し、森林所有者および森林組合などが行う広葉樹の植栽およ

び天然更新作業に対し補助します。

【対象者および条件】　森林所有者および森林組合

【対象経費および補助率】

補助率対象経費事業の種類

２万円以内/１０ａ
私有林の広葉樹造林に要する
経費

造林事業

２万円以内/１０ａ
私有林の広葉樹林天然更新
（下刈、萌芽更新、間伐など）
に要する経費

天然更新事業

、共通事項　

【申込期限】　

　平成23年２月２８日（月）

　※申請額が予算の総額を

　超えた場合は、申請を締

　め切りますのでご了承く

　ださい。

【問い合わせ】　

　産業経済部農林政策課　

　林業振興係　

　緯 0220（34）2716　

里山再生事業、地域材需要拡大支援事業について

【申込方法】　各総合支所地域生活課または産業経済部農林政

　策課（市役所中田庁舎２階）に備え付けの申込用紙に記入

　し、添付書類を確認の上、申し込みください。

地域材需要拡大支援事業

　市内産木材の需要を拡大するため、市内産材を使用した住

宅の新築および増築に対し、延床面積に応じて建築費用の一

部を補助します。

【対象者および条件】

　①市内に居住用の住宅を新築・増築する市民

　②市税の滞納が無いこと

　③条件については以下のとおり

　住宅の種類

　　自ら居住用とするための、木造在来工法による一戸建て

　　住宅。

　　店舗などの併用住宅にあっては、居住面積が1/2以上を

　　占めること。

８０～１２０未満４０～８０未満４０未満延床面積

300,000円200,000円100,000円補助金額

１５０以上１２０～１５０未満延床面積

500,000円400,000円補助金額

【申込方法】　産業経済部農林政策課林業振興係（市役所中田

　庁舎２階）に備え付けの申込用紙に記入し、添付書類を確

　認の上、申し込みください。

登米市議会基本条例策定委員を

募集します

　市民がわかりやすく参加しやすい、市民に開かれた議

会運営の基本的な事項を定める登米市議会基本条例の素

案の作成および提言を行う、策定委員を募集します。

【募集人員】　２人以内

【応募資格】　市内に住所を有し、現在も居住している満

　２０歳以上の人

【任期】　委嘱の日から議長に条例素案を提言する日まで

【応募方法】　議会事務局に備え付けの申込書に必要事項

　を記入の上、郵送または持参してください。

　※申込書は市ホームページからもダウンロードでき

　ます。

【応募期限】　１１月１日（月）※当日消印有効

【注意点】　委員会の会議は公開で行います。会議の内容

　や委員の氏名も公開されます。

【選考】　選考結果は、応募者全員に後日通知します。

【申し込み・問い合わせ】　議会事務局

　〒９８７－０５１１　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　緯 0220（22）1913　

　平成21年12月1日からスタートした「とめ安心サポー

トローン」は、多重債務の整理が必要な人に、提携する

金融機関が資金を融資し、多重債務を整理する事を目的

としています。

　今まで対象としていた債務の整理資金のほか、10月1

日からは生活再建資金までに貸し付け対象を拡大し、よ

り利用しやすい制度に改正しています。

　また、これまでは提携金融機関で融資の相談を受ける

際には、あらかじめ市が実施する「多重債務者無料法律

相談」を受けている事が条件でしたが、制度改正後は市

の産業経済部商工観光課消費生活相談窓口

に相談している人も対象とし、融資の相談

機会を多く持てるようにしています。

※ただし、貸付には金融機関の審査があり

ます。

【問い合わせ】　産業経済部商工観光課

　（消費生活相談窓口）　

　緯 0220（34）2308

とめ安心サポートローン
利用しやすくなりました

多重債務者救済の
ための

　使用部材

　　市内産材を主要構造部材（梁、柱など）に50%以上使用

　　する住宅。

　施工業者

　　市内に本社を有し、建設業法第3条第1項の規定に基づく

　　建築工事業および大工工事業の許可を受けている事業者

　　が施工する住宅。

　施工期間

　　年度内に主要構造部材の施工が完了し、市産材の使用量

　　ならびに現地の確認が可能な住宅。

【補助金額】
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藤村　 遙 くん
はる

（豊里町山根・芳広さん）

佐藤　 廉 くん
れん

（中田町城内・昭広さん）

９月１６日までの

３歳児健診（３歳

６カ月～７カ月児）で

むし歯がなかった

子は、市内９地区で

81人中45人でした

清水　 康  太  郎 くん
こう た ろう

（中田町南加賀野・健さん）

五嶋　 健  生 くん
けん せい

（中田町大泉・信之さん）

西條　 千  優 ちゃん
ち ひろ

（津山町横山１１区・雅徳さん）

阿部　 琉 
りゅう

 亜 くん
あ

（米山町森腰・睦美さん）

金　 弘  晃 くん
ひろ あき

（石越町第十三・晃章さん）

佐々木　 伶眞 くん
りょうじ

（豊里町竹花・　洋さん）

後　　 晴  希 くん
はる き

（中田町大泉・一郎さん）

菅原　 美  咲 ちゃん
み さき

（中田町細谷・拓也さん）

熊谷　 潤  奈 ちゃん
ゆん な

（津山町横山４区・達也さん）

櫻田　 美  咲 ちゃん
み さき

（米山町狐崎・進さん）

只野　 碧  士 くん
あお し

（豊里町新町・誉さん）

千葉　 路  生 くん
ろ い

（中田町長谷・宏樹さん）

清野　 咲  那 ちゃん
さき な

（中田町城内・正仁さん）

髙橋　 伶  衣 くん
れ い

（津山町宮町・元太さん）

荻原　 祭 ちゃん
まつり

（米山町新町・美貴さん）

浅野　 隆 
りゅう

 二  郎 くん
じ ろう

（豊里町保手・隆之さん）

浅野　 凌 
りょう

 好 くん
すけ

（中田町南加賀野・伸哉さん）

阿部　 良 
りょう

 晟 くん
せい

（中田町境堀・孝さん）

瀧澤　 詩  織 ちゃん
し おり

（中田町城内・朋洋さん）

佐藤　 暖 ちゃん
はる

（中田町南加賀野・英輝さん）
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阿部　 司  暉 くん
し き

（登米町鉄山・良和さん）

後　　 緋  奈  子 ちゃん
ひ な こ

（迫町横丁・寿裕さん）

千葉　 陽  翔 くん
はる と

（石越町芦倉・正弘さん）

八谷　 瑠  南 ちゃん
る な

（中田町加賀野二・輝昭さん）

※（　）内には申し出があっ

た保護者の名前を掲載して

います。
及川　 悠  輝 くん

はる き

（東和町米川５区・浩友さん）

芦名　 陽  香 ちゃん
はる か

（南方町細川・徳彦さん）

佐藤　ほかげちゃん
（迫町江合・敏穂さん）

三浦　 悠  斗 くん
ゆう と

（石越町第十二・俊さん）

沼倉　 琉  七 ちゃん
る な

（中田町並柳・瑞希さん）

齋藤　 歩  武 くん
あゆ む

（登米町中町・一彦さん）

岡元　 沙  耶 ちゃん
さ や

（迫町立戸・政則さん）

遠藤　 唯  月 くん
い つき

（迫町八幡・隆之さん）

菅原　 侑  実  枝 ちゃん
ゆ み え

（石越町駅前・琢臣さん）

内海　 優  乃 ちゃん
ゆ の

（登米町入谷・英絵さん）

伊藤　 秀 
しゅう

 之 くん
じ

（東和町米谷６区・宏幸さん）

佐竹　 理  央 くん
り お

（迫町西舘・恵さん）

櫻田　 奏 くん
そう

（中田町本町畑中・俊介さん）

猪股　 愛  里 ちゃん
あい り

（登米町中通・勝徳さん）

伊藤　 心愛 ちゃん
こ こ な

（東和町米谷５区・康浩さん）

佐藤　 千怜 ちゃん
ち さ と

（迫町江合・克行さん）

千葉　 優  人 くん
ゆう と

（石越町長根・祐樹さん）

佐藤　 瑛 ちゃん
えい

（中田町石森長根・敦さん）

木村　 莉  緒 ちゃん
り お

（登米町小島・忠靖さん）
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係
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▲北上川定期船として活躍していた「第１つやま丸」　※今回の公募では、船外機は付きません。

▲「第１つやま丸」（写真右）と「第２つやま丸」（写真左）
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【浄化槽市町村整備推進事業】

　この事業は、使用者に設置費用の一部（分担金）と公共下

　水道や農業集落排水と同様に浄化槽使用料を納めてもらい、

　市が個人に代わって責任をもって浄化槽設置工事から維持

　管理までを行うものです。この浄化槽を希望する人は次の

　条件で設置することができます。

【対象区域】　公共下水道事業・農業集落排水事業の整備計画

　区域以外の区域

【設置対象者】　市内に居住している個人または市内に居住予

　定の個人

【設置条件】　①浄化槽を設置できる個人所有の用地（宅地）

　があること

　②浄化槽の設置工事の作業範囲（３ｍ×５ｍ）を確保でき

　ること

　③維持管理に必要なバキューム車などが入れるスペースが

　あること

　④浄化槽からの放流先が確保されていること

　⑤浄化槽設置完了後、直ちに排水設備（便所・台所・風呂

　など）を接続し使用すること

【平成２２年度予定基数】　117基

　９月末現在４５基設置しましたが、まだ予定基数に余裕があ

　ります。

【申請期限】　原則として平成２２年１２月末まで

【使用者負担】　

　殺受益者分担金（金額：113,000円。設置工事費の一部と

　して負担していただきます。支払いは翌年度の７月に市が

　送付する納付書で納付となります。５年分割払い（年４回

　５年分割２０回払い）と一括払いの選択ができます）

　殺排水設備工事費、車過重対応・ポンプ設備などの特殊条

　件の工事費用

登米市公共下水道事業計画（迫処理区）の実施区域が変更になります。

皐見直し個所の確認について

　関係総合支所に区域確認用図面を備え付け

ています。

　区域の詳細は、下水道課備え付けの区画割

り平面図を確認していただきますようお願い

します。

【問い合わせ】　

　建設部下水道課　事業管理係　

　緯 0220（34）2358・2359　

　※上水道を農業用として大量に使用しているなど、上水道

　使用量を基準とすることが適当でない場合、認定水量によ

　る算定もあります。

【その他】　申請書受理後から工事完了まで２カ月程度の期間

　を要しますので、使用開始予定時期に間に合うよう、早め

　に申請してください。

　また、融資あっせん制度や排水設備工事の補助金制度など

　接続を支援する制度もあります。

　詳しくは下記まで問い合わせください。

【問い合わせ】　建設部下水道課　農業集落排水係

　緯 0220（34）2358

　殺ブロア（送風機）を動かす電気設備（防水型コンセント）

　の工事費および電気代

　殺毎月の浄化槽使用料（上水道使用量により算定）　　

　殺１カ月当たりの浄化槽使用料金表

金　　額上水道使用量区　分

1,500円10まで基本使用料

150円

１
につき

20～11

超過使用料

（基本使用料に加えます）

160円50～21

165円200～51

170円～201

皐登米市公共下水道事業（迫処理区）計画区域見直しの概要

は？

　下水道管を深く設置しなければならない個所や家屋間距離

が長いためマンホールポンプを必要とするなど、不経済とな

る区域を削除し、集合処理(下水道事業）から個別処理(浄化槽

設置整備事業）へ見直しました。

　区域外流入により、既に公共下水道に接続済みの個所、既

認可区域に接する宅地で、今後下水道事業により整備するこ

とが経済的となる区域、ならびに長沼工業団地開発区域を集

合処理区域へ追加しました。

皐迫処理区（迫町・中田町・南方町・登米町）の下水道事業

実施区域の見直しを行いました。

　登米市内の公共下水道事業は平成元年に迫町公共下水道事

業に着手以降現在に至っています。合併後、平成１８年度に、

これからの下水道事業経営・財政状況を考慮した効率的な下

水道整備のための『下水道基本構想』を策定し、公共下水道

事業、農業集落排水事業、浄化槽整備事業として整備を進め

る範囲・区域の検討を行ってきました。

　今回、登米市公共下水道事業（迫処理区）の下水道事業認

可変更に合わせて、実施区域の見直しを行ったものです。

浄化槽で住みよい街を

皐迫処理区見直し状況　

　全体計画面積1,290ｈaに変更し、整備を進めます。 単位：ha

新全体計画面積見直し面積現全体計画面積迫処理区

585.2－49.6634.8迫　町

386.1－107.9494.0中田町

150.3－15.9166.2南方町

168.4－7.6176.0登米町

1290.0－181.01,471.0合　計

　殺１カ月当たりの使用料金算定例

浄化槽使用料上水道使用量

1,500円10

3,800円25

7,800円50
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月
　
月
のの

１１１１歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

纂
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
と
め
　
月
1
日
号
に
誤

１０

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
８
ペ
ー
ジ
 

　
宮
城
ヘ
ル
シ
ー
２
０
１
０

　
ふ
る
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
祭
結
果

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
第
３
位

　（
正
）駅
前（
登
米
）

　（
誤
）駅
前（
石
越
）

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららら指定管理者公募のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
　次の施設について、指定管理者による施設の管理運営を行うため、指定管理者となる団体を募集しています。

（個人は応募できません。）

雑指定期間（予定）＝平成２３年４月１日～２６年３月３１日（３年間）

【募集・申請期限】　１１月１日（月）午後５時まで

【募集要項・申請書などの配布】　施設の担当部署で配布します。

　指定管理者の募集・申請についての質問や詳細についても、施設の担当

　部署へ問い合わせください。

【選定方法など】　登米市公の施設指定管理者選定委員会において、書類審

　査やヒアリングなどを行い、公の施設の管理運営に最も適した団体を指

　定管理者の候補者として選定します。

　その後、市議会の議決を経て、指定管理者に指定します。

問い合わせ先（担当部署）公の施設の名称

福祉事務所生活福祉課　緯 0220（58）5552登米市こじか園

産業経済部農産園芸畜産課　緯 0220（34）2713石越有機センター

教育委員会生涯学習課　緯 0220（34）2698

登米市登米総合体育館

登米市登米総合運動公園

登米市登米武道館

登米市南方総合運動場

（体育館・陸上運動場・野球場・テニスコート）

登米市南方中央運動広場

登米市南方武道伝承館

登米市髙倉勝子美術館

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アア

養
成
講
座
参
加
者
募

養
成
講
座
参
加
者
募
集集

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
※
３
回
続
け
て
の
参
加
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

【
場
所
】
　
石
越
総
合
支
所

　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】　
①
傾
聴
の
意
味
と
意

　
義
・
傾
聴
の
技
法

　
②
事
例
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ

　
イ
（
※
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
、
実

　
際
を
想
定
し
て
練
習
を
行
い
、

　
疑
似
体
験
を
通
じ
て
習
得
す
る

　
こ
と
）

　
③
認
知
症
に
つ
い
て
・
ま
と
め

【
定
員
】
　
　
人
３０

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　
り
ま
す
。

【
受
講
料
】
　
無
料

【
主
催
】
　
こ
こ
ろ
の
元
気
サ
ポ
ー

　
タ
ー
の
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
石
越
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

　
健
康
づ
く
り
係

　
緯
０
２
２
８
（
　
）
２
１
１
２

３４

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
相

手
の
話
を
否
定
せ
ず
に
、
あ
り
の

ま
ま
に
受
け
と
め
て
「
聴
く
」
こ

と
を
中
心
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　

　
①
　
月
　
日
（
金
）

１１

１９

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　
②
　
月
　
日
（
金
）

１１

２６

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　
③
　
月
３
日
（
金
）

１２

　
歯
科
健
康
相
談
と
妊
婦
歯
科
相

談
を
行
い
ま
す
。（
予
約
制
）

【
日
時
】
　
　
月
１
日
（
月
）

１１

　
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
相
談
室

【
持
ち
物
】
　
妊
婦
歯
科
相
談
の
人

　
は
母
子
健
康
手
帳

【
そ
の
他
】　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
日
以
外
で
も
電
話
予
約
が

　
あ
れ
ば
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

11 Oct.2010

　
女
性
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約

は
不
要
で
す
。

【
開
設
日
時
】
　

　
　
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
金
）

１１

１５

１９

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

３０

　
　
月
　
日
（
土
）
・
　
日
（
日
）

１１

２０

２１

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

【
相
談
用
電
話
番
号
】
　

　
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

　
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
緯
０
２
２
（
２
９
２
）
３
６
１
４

　
女
性
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
予
約
制
で
す
。

【
相
談
日
】
　

　
①
　
月
６
日
（
土
）
　
石
巻
市

１１

　
②
　
月
　
日
（
土
）　
大
崎
市

１１

２０

【
場
所
】
　
会
場
は
予
約
時
に
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

　
県
健
康
推
進
課

　
緯
０
２
２
（
２
１
１
）
２
６
２
３

　
　
万
８
０
０
０
円

３５
　
※
共
通
経
費
は
別
途

【
申
込
期
限
】
　
　
月
８
日
（
月
）

１１

　
先
着
順

【
資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
】

　
苛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
緯
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

　
胃
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
３
３

　
死in

fo@
k
sk
k
.or.jp

　

　
文
部
科
学
省
所
管
の
苛
国
際
青

少
年
研
修
協
会
で
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
３
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
づ
く
り

か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
海
外
に
行
く
人
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
程
】
　
　
月
　
日
（
土
）
～
　

１２

２５

　
平
成
　
年
１
月
２
日
（
日
）

２３

　
※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】
　
小
学
校
３
年
生
～

　
高
校
３
年
生

　
※
事
業
に
よ
り
対
象
年
齢
が
異

　
な
り
ま
す
。

【
参
加
費
】
　
　
万
８
０
０
０
円
～

２３

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

【
場
所
】
　
古
川
駅
前
ふ
る
さ
と
プ

　
ラ
ザ
１
階

【
内
容
】
　
就
労
や
自
立
に
関
す
る

　
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
・
職
場
体
験

【
利
用
料
】
　
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

　
＝
月
会
費
３
０
０
０
円

　
※
登
録
・
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
み
や
ぎ
北
若
者

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
緯
０
２
２
９
（
　
）
７
０
２
２

２１

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
始
ま
り
ま
す
。

【
対
象
者
】
　
戦
後
強
制
抑
留
者
で

　
平
成
　
年
6
月
　
日
に
日
本
国

２２

１６

　
籍
を
有
す
る
存
命
の
人
　

【
請
求
期
間
】
　
　
月
　
日（
月
）　

１０

２５

　
～
平
成
　
年
３
月
　
日（
土
）

２４

３１

　
※
当
基
金
か
ら
該
当
者
に
請
求

　
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
※
　
～
　
年
度
に
特
別
慰
労
品

１９

２１

　
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
当
基

　
金
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
　

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

　
特
別
基
金
　
事
業
部
特
別
給
付

　
金
担
当

　
緯
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９

　
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

３１

　
午
前
　
時
～

１１

【
場
所
】
　
登
米
祝
祭
劇
場

　（
水
の
里
ホ
ー
ル
）

【
テ
ー
マ
】
　「
新
た
な
挑
戦
」
出
会

　
い
に
感
謝
！

【
内
容
】
　

　
纂
展
示
発
表
（
午
前
　
時
～
）

１１

　
①
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果

　
②
書
・
絵
画
・
手
芸
・
写
真
・

　
盆
栽
な
ど

　
纂
ス
テ
ー
ジ
発
表（
午
後
１
時
～
）

　
①
体
験
発
表

　
②
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「
働
き
た
い
け
ど
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
・
対
人
関
係
が
苦
手
・
相

談
相
手
が
い
な
い
」
な
ど
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
若
者
と
そ
の
保
護

者
へ
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

【
日
時
】
　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
③
合
唱
　

　
④
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　
⑤
自
主
活
動
発
表

【
問
い
合
わ
せ
】
　
宮
城
い
き
い
き

　
学
園
登
米
・
栗
原
校
　
文
化
祭

　
実
行
委
員
会

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
３
３

４５

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館友の会では、１１月３日

の「まんがの日」に合わせて、ヒーロー作品展を開催

します。

【日時】　１１月３日（祝）～１１月１４日（日）

　午前９時３０分～午後５時

【場所】　石ﾉ森章太郎生家

【内容】　石ﾉ森章太郎作品漫画キャラクターのヒー

　ローをモデルとした絵画や粘土・竹細工を市内の幼

　児、小・中学生から募集した作品を展示します。

【入館料】無料

【休館日】　毎週月曜日

　※月曜日が休日の場合は

　翌日が休館日になります。

【問い合わせ】

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館

　友の会事務局

　緯 0220（35）1099

女
性
医
師
に
よ
る

女
性
の
健
康
相
談

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

宮
城
い
き
い
き
学
園

登
米
・
栗
原
校
文
化
祭

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

冬
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

石ﾉ森章太郎

　　ヒーロー作品展開催

▲昨年の石ノ森章太郎ヒー
ロー作品展の様子
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編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

編
集
室
か
ら

●

●

●

●
●
●

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

 大切な“いのち”を守るため
　   献血にご協力ください

全血
10：00～12：00ロックシティ佐沼

ショッピングセンター
※骨髄バンクの登録も受け付けしています

１１/６
13：00～16：30

 【問い合わせ】

  市民生活部健康推進課　健康推進係

緯 0220（58）2116

発
行
日
　
平
成
２２
年
１０
月
２
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
　
　
№
１
3４
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
２
１
日
号

モバイルとめ

 http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

登米市メール配信サービス

 http://tomecity.mail-dpt.jp/

▼
す
っ
か
り
秋
に
な
り
、
肌
寒

さ
に
も
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

秋
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
季
節
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
何
か
見

つ
け
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
「
芋
煮
」
か
な
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
と
し
も
食

欲
の
秋
に
な
り
そ
う
で
す
。
皆

さ
ん
も
、
思
い
思
い
の
秋
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
（
宮
内
）

　
第
２
回
登
米
市
こ
ど
も
ま
つ

り
が
　
月
３
日
に
迫
体
育
館
・

１０

迫
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
作
り
感
た
っ
ぷ
り
の
各

コ
ー
ナ
ー
は
、
遊
び
な
が
ら
学

習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
て
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大

人
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

休日急患当番医
　緯 0220（22）2084（医師会）

緯 0220（35）1161中田町おおたおおたにクリニック１１/３

産診療時間　９：００～１７：００　
産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（24時間）

歯科休日当番医

緯 022０（22）7751迫　町フジ歯科クリニック１１/３

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課  緯 0220（58）2116 

　
口
腔
に
関
す
る
こ
と
な
ら
な
ん

で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
　
月
８
日
（
月
）

１１

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

【
受
付
】
　
電
話
で
相
談
の
概
要
を

　
受
け
ま
す
。

【
回
答
】
　
受
け
付
け
し
て
か
ら
３

　
日
以
内
に
歯
科
医
師
が
直
接
相

　
談
者
に
電
話
で
答
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
宮
城
県
保
険
医
協
会

　
緯
０
２
２
（
２
６
５
）
１
６
６
７

　
は
ん
と
く
苑
利
用
者
を
伴
走
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
４
・
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
最
長
に
、
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
散
策
の
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
３
日
（
祝
）

１１

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
※
雨
天
中
止

【
申
込
期
限
】　
　
月
　
日
（
木
）

１０

２８

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
は
ん
と
く
苑
　
担
当
＝
柴
崎

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
２
７

５５

歯
科
健
康
テ
レ
ホ
ン
相
談

「
イ
イ
歯
デ
ー
」

は
ん
と
く
苑
マ
ラ
ソ
ン
大
会

伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

みやぎ北上連邦「川」と「歴史」の体験・北上川錦秋クルーズ　参加者募集！

【日時】　１１月７日（日）　
　午前９時＝ 登米 総合支所前集合・出発

と よ ま

【参加費】　大人＝2,000円

　高校生以下＝1,000円

　就学前子ども＝無料(大人同伴)　

　※当日に徴収します。

【申込方法】　ファクシミリ

　※希望コース、氏名、住所地の市町村名、

　区別（大人・高校生以下・就学前子ども）、

　電話番号を記入して送信してください。　

　※定員を超えた場合は、希望コースが変更

　になることがあります。

　※雨天でも実施しますが、荒天・洪水時に

　は中止になります。

【申込期限】　１０月３０日（土） 

【申し込み・問い合わせ】

　みやぎ北上連邦協議会事務局

　緯 0220（45）1218　胃 0220（45）1219

【コース詳細】

　①津山コース　（定員＝70人）

　　・とよま船着場大型観光船シーフレンドⅢに乗船（９：３０）

　　・北上川分流点の 脇 
わき

 谷 
や

 閘 
こう

 門 通過、鮭の
もん

 遡 
そ

 上 を見学
じょう

　　・河川歴史公園に到着、バスで柳津虚空蔵尊見学

　　・道の駅もくもくランドで昼食（地元ならではのおもてなし料理弁当)

　　・横山不動尊見学

　　・「遠山之里」とよま観光物産センター到着解散（１５：００前）

　②東和コース　（定員＝70人）

　　・ 登米 総合支所前からバスで出発（９：１０）
と よ ま

　　・米川カトリック教会見学　　

　　・隠れキリシタンの里三経塚

　　・華足寺（けそくじ）

　　・道の駅「林林館」昼食（地元ならではの季節料理弁当）

　　・不老仙館見学

　　・米谷船着場から大型観光船シーフレンドⅢに乗船、 曲 
まげ

 袋 など景色
ぶくろ

　　　を眺めながらとよま船着場まで下る

　　・「遠山之里」とよま観光物産センターに到着解散（１５：００前）

大型観光船で北上川とその周辺の魅力や歴史を体感するチャンスです。ぜひ、ご参加ください。




